
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島潟より豊浦を望む 
福島潟を背にして、真木山、二王子岳、左端には飯豊山を望む 

大伝の伊藤紳一さん撮影 
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豊浦米、ニューヨークへ行く  
新発田市豊浦支所長 賛助会員 佐藤 正 

  
 新発田市では、官民でつくる「新発田版 DMO」が主体となり、新発田に人を呼びこむ「人のイン
バウンド」新発田産の農産物等を外国に売り込む「モノのアウトバウンド」の二つの働きかけを併せ
て行っています。 
 特にコメは、五年ほど前から台湾、香港、ハワイ、シンガポールへ輸出しています。ついに今年度
は世界のニューヨークで、販売のため市長によるトップセールスが行われました。 
 特筆すべきは、輸出事業者と連携している業者が豊浦地区にある（株）せいだ、（株）野口政一商
店、（株）渡正の三社もある事であります。当然のように、豊浦地区で丹精込めて作られたコメもニ
ューヨークへ渡っています。 

ここから豊浦米が全世界に発信されることを期待しています。 

       新発田市からのメッセージ      
市民まちづくり支援課 課長 渡邉 誠一  

  
 昨年は、ふるさと訪問においでいただき、ありがとうございました。月岡温泉で行われた懇親会で
は、皆様とお会いし、思い出に残るひと時を過ごさせていただきました。 
 さらに、新しく発刊された会員ハンドブック「豊浦の風」も拝見し、ふるさとに対する熱い想いを
強く感じることができました。 
また、市長表敬訪問では、新庁舎ヨリネスしばたに皆様をお迎えすることができました。 
 折しも、市長が米国ニューヨーク市から帰国した後でしたので、海外における当市の取組もお伝え
することができました。 
 いつまでも皆様にとって誇れるふるさとであるために、眼前の市民のみならず、未来の市民にもし
っかり向き合いながら新発田の今を未来につなぐ連綿とした取組となるようまちづくりに尽力して参
ります。 
  
 
 
 

  
 

                                

 「さいの神」に想う 
豊浦商工会事務局長  賛助会員 齋藤 耕衛  
  
 豊浦会の会員のみなさんは、故郷の正月というと「さいの神」を思い出される方が多いと思
います。昭和生まれの者にとりまして「さいの神」は一月十五日小正月、成人の日の祝日でし
たが、今は一月の第二月曜日に移り、地域によって開催日が違い、神事からイベントになった
感は否めません。 
 しかし、今年の方角を確かめての火入れ、地域の老若男女が火を囲み今年の出来映えや餅やスルメ
の焼き方を批評する様子は、昔から変わらぬ豊作と無病息災を祈願する「神事」に相違ありません。
多様化するライフスタイルの中、地域のコミュニケーションや相互扶助にも大切な行事であります。
神事としての意義を重んじつつ、時代に即した開催が一番と想いを巡らせ、一月三日に十二日開催の
「さいの神」の竹切りに精を出しています。   
 
  
 
 

  

 

http://www.city.shibata.lg.jp/index.html


しばた豊浦会 会員ご紹介 
個人会員  高山ちづ子様 

埼玉医科大学病院・看護連盟等看護出身 
法人会員 

第一号 ㈱せいだ  スーパー  
第二号 ㈱仲代金属 匠の工場 
第三号 ㈱伊藤電機 電気技術 

 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

しばた豊浦会 寄付金状況報告 
金   十萬円 ㈱仲代金属 安中  茂様 
金   五萬円 会員    高山ちづ子様 
金   四萬円 ㈱伊藤電気 伊藤 誠一様 
金   参萬円 相談役   細野 勝利様 
金 二萬五千円 会長代行  伊藤  昭様 
金   二萬円 個人会員  伊藤 忠男様 
金   二萬円 幹事    黒井 ご夫妻 
金 一万五千円 幹事    円山  茂様 
金   一萬円 幹事長   赤澤 裕雄様 
金   七千円 会員    阿部 奎威様 

 

しばた豊浦会法人会員 
第一号 ㈱せいだ、 
代表取締役 清田雅人 
大伝 
   新発田市みらい創造課 

定住促進・婚活応援室 
☎0254-22-3030 

teijyu@city.shibata.lg.jp 
PR ムービー第２弾「家族」  
←YouTube 参加者「新発田市みらい創造課」で検索 

 
 
   

古 山 電 気 商 会 
 しばた豊浦会会員  古 山 昇 
〒114-0002 東京都北区王子４丁目 11-7 

☎03-3911-0400 fax 03-3927-8022 
 
   

    

  

しばた豊浦会法人会員 
第三号  ㈱伊藤電気 
代表取締役 伊藤誠一 
吉 浦  0254-23-7801 
   

しばた豊浦会お知らせ 
 コラボレーションを積極的に

進めています。法人～料理、同窓

生、郷土史まで垣根を越えて。 



 

明治七年本田村の仲

山寺の庫裏で開学し 
以来 14６年間。 

卒業生 3,380 有余名 
10 月 11 日閉校式典 
現在１００名（８学級） 

校長 長谷川 等 

  
  小学校の机と椅子に刻まれ、 

 
「各小学校では閉校記念事業へのご寄付をお受けしています」 

中浦小学校閉校記念  問合せ先は田村 稔教頭（電話 0254-22-2034） 
  北越後農業協同組合 豊浦支店 普通 0052841 中浦小閉校記念事業実行委員会 
  「振込の際は、住所・連絡先を把握したいので、問合せ先にもご連絡下さい」  三千円 一口、記念誌贈呈 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本田小学校閉校記念  問合せ先は宮澤達也教頭（電話 0254-32-2603） 
  新潟県信用組合 月岡支店 普通 0111170 新発田市立本田小学校 閉校記念事業実行委員会  
  「振込の際は、住所・連絡先を把握したいので、問合せ先にもご連絡下さい。」 三千円 一口、記念誌贈呈 
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明 治 六 年 の 開 学 以

来、幾多の変遷を重ね

ながら 8,100 有余名の

卒業生を送り出し、 
以来 147 年間。 

11 月 7 日 閉校式典 
現在１１６名（７学級） 
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わが恩師 幼い頃学んだわが母校 わが心のふるさと 

友を大切にする心を学び、共に成長でき、あの日に感謝しています。 

校長 多田和幸       



 

明治六年永見寺にお

いて吉浦校第一分校小

坂校として 
開学以来 146 年間。    
卒業生 2,541 名 
11 月 1 日 閉校式典 
現在３３名（６学級） 
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  小学校の机と椅子に刻まれ、 

 
「各小学校では閉校記念事業へのご寄付をお受けしています」 

天王小学校閉校記念   問合せ先は渡邊正博教頭（電話 0254-32-3101） 
  北越後農業協同組合 豊浦支店 普通 0053468 新発田市立天王小学校閉校記念事業実行委員会 
  「振込の際は、住所・連絡先を把握したいので、問合せ先にもご連絡下さい」 三千円 一口、記念誌贈呈 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒橋小学校閉校記念   問合せ先は前澤隆史教頭（電話 0254-22-3501） 
  北越後農業協同組合 豊浦支店 普通 0053101 新発田市立荒橋小学校閉校記念事業実行委員会 
  「振込の際は、住所・連絡先を把握したいので、問合せ先にもご連絡下さい。」 三千円 一口、記念誌贈呈 
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明治七年の開学以来、

幾多の変遷を重ねながら

2,500 有余名の卒業生を

送出。開学以来 147 年間。 
5 月 23 日閉校記念運動会 
10 月 24 日閉校式典 
3 月 NHK 児童画廊出演 
現在７５名（７学級） 
 

小学校も歴史の前に、残念なことになった。が、 

小学校で受けた知識は、我々の生涯を支えてくれた。 

校長 星 徹 

校長 山田せい子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

二階堂市長表敬訪問 
 

記念すべき令和元年 11 月 27 日に「第八回ふるさ

と訪問旅行は行われました。今回も大変有意義な旅

行となりました。副市長、市民まちづくり支援課長の来

賓の元、賛助会員との懇親会に会話の終わりはありま

せんでした。又、市長表敬訪問では「豊浦地区の米が

ニューヨークの人が食べている」話を聞き、驚きとうれしさ

が重なりました。次回令和4年を予定しています。健康

に気をつけて元気に行きましょう。   赤澤幹事長 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

匠の技術を見る 工場見学 
㈱仲代金属新潟工場 仲代金属の技術を世界に発信する。 

  
 

 
近年のリチウムイオン電池の影響で当社の

技術が世界から必要とされています。電池のタ

ブリード部材や電池の安全性試験で使用され

ているＮｉ片がその代表例。 
世界唯一の加工技術であるアモルファス合

金をはじめ、様々な金属を髪の毛ほどの細さに

も切断可能です。 
2018 年頃からは、電気自動車の電池内

部で使用されるアルミ材料の需要が増え、その

勢いは今も止まる気配はなく、新たな工場や

大幅な増員も考えています。 
私は安中社長と同じ豊浦町で生まれ育ち

ました。豊浦出身の誇りを持って、これからも仲

代金属の技術を世界に発信してゆきます。 

 株式会社 仲代金属 
代表取締役社長   安中 茂（旧中浦村出身） 
本  社      東京都足立区加平 2-9-2 
新潟工場     新潟県阿賀野市本明字下夕道 391 
2006 年 平成 17 年度ニュービジネス大賞 最優秀賞 
2019 年（令和元年） 春の叙勲で旭日単光章受章 

右から二人目 小林工場長の談 




